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̶先生は海外生活していらしたんですね。
「ロンドン大学ゴールドスミス校の大学院に行っていました。修士課程を卒業した後しばら
く、地元のデザイン会社にも務めていました。その時の経験は、私の人生の大きな糧になっ
ていると思っています」
̶どんな経験を？
「私が住んでいたのは、ロンドン郊外のサウスイーストロンドン。ここは、ロンドン市内まで電
車で２駅くらいのところでした。言ってみれば名古屋と北名古屋のような距離ですね。そのま
ちは移民の多いまちで、黒人も多く、日本とは全く雰囲気が違いました。住み始めたときは正
直ちょっと怖かったです。インターンをしていた事務所が、地域で行うプロジェクトをしていた
ので、私も仕事として地域に入っていって、どんどんその場所が好きになりました。人と話して
いくと、皆温かい。日本人の私を仲間として受け入れてくれるんです。face-to-faceで個人的
な理解をする積み重ねが、地域の理解へと繋がっていきました。もちろん失敗もありました
し、苦い経験もしました。けれど、それが全て人生の財産になっていき、今がありますね」
̶外国生活は必要ですか？
「ぜひ、海外に出てみてほしいと思います。名古屋芸術大学で国際交流センター長もしてい
て、姉妹校との交換留学や研究留学、相互訪問から短期留学、数年間の留学などのお手伝
いをしています。若い時に海外に行って『外国人』になる経験をしてみてほしいんですね。日
本を一歩出たら、私たち日本人も外国人ですから。視点が変わる。ひとつひとつが不思議の
連続になると思うんです。『不思議』『すごい』と思うことが、デザインの源泉だと思っていま
す。日本にいてもいろいろな意見がありますが、世界にはもっといろいろな意見がある、多

様性を肌で感じてほしいですね。創造することは世界共通です。芸大は、留学しても留学生
を受け入れても、『創造』という共通項でつながっていけるのが良いところです。SNSが普及
して、情報のフィルターバブルが起こっていると言
われる時代です。だからこそ、直接見たり聞いた
り体験したりして、自分で確かめてほしいんです。
たくさんコミュニケーションをとること。それこそ
がクリエイティブなんです。私の好きな『ダイアロ
ーグ』というデヴィット・ボーム氏が書いた本があ
りますが、コミュニケーションというのは
すれ違っている意見から第３の意見を
作り出すこと。すれ違いを超えて、答え
だったり新しい意見だったりを生み出
すことがコミュニケーション。コミュニケ
ーションはクリエイティブなんです。対
話が大切というのは、いつの時代もど
の世界でも変わらないことですね」
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北名古屋市国際交流協会会報

　
協
会
は
多
く
の
人
と
交
流
し
世
界
に
繋
ぐ
夢
と
希
望

を
拡
げ
る
た
め
、国
際
交
流
の「
場
づ
く
り
」、国
際
交

流
の
担
い
手
と
な
る「
人
づ
く
り
」、国
際
交
流
を
活
用

し
た「
地
域
づ
く
り
」、「
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り
」な

ど
、《
市
民
が
主
役
と
な
る
草
の
根
交
流
》を
推
進
し
、

北
名
古
屋
の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
を
め

ざ
す
。　特に

、「
市
民
が
主
役
と
な
る
広
報
」を
め
ざ
し
て
、協

会
を
広
報
戦
略
拠
点
と
し
て
整
備
し
、10
年
プ
ラ
ン
で

あ
る「
北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ラ
ン（
外
国
人
向
け
）」

を
基
本
に
、「
地
域
の
こ
し
」「
地
域
づ
く
り
」「
地
域
み
が

き
」「
地
域
じ
ま
ん
」を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

《
第
８
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》　
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
と
の
交
流
の
場
で
、食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、国
際
理

解
を
深
め
る
た
め
、市
民
手
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

《
国
際
フ
ェ
ア
》　
国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
」、「
第
８
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ
ス
タ
」な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
。

《
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室
》　
名
古
屋
芸
大
の
留
学
生
と

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を
開
講
。

《
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
派
遣
）》　
北
名
古
屋
市
と
台
湾

台
北
市
大
同
区
、台
南
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、市
民
代
表

団
を
派
遣
し
、交
流
を
深
め
る
。①
派
遣
・
約
16
名
　
②
交
流
体

験
市
民
報
告
会

《
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
受
け
入
れ
）》　
韓
国
務
安
郡
、米

国
グ
ア
ム
な
ど
海
外
の
自
治
体
や
国
際
交
流
団
体
等
を
受
け
入

れ
、交
流
を
深
め
る
。

《
社
会
人
日
本
語
教
室
》　
外
国
籍
市
民
が
、基
礎
的
日
本
語
や

日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
修
得
す
る
教
室
。毎
週
、金
曜
日

夜
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

《
子
ど
も
日
本
語
教
室
》　
市
内
公
立
小
中
学
校
に
通
う
外
国

籍
市
民
の
子
女
対
象
。出
張
教
室
方
式
で
毎
週
１
回
開
講
。

《
外
国
語
講
座
》　
韓
国
語
２
コ
ー
ス
、中
国
語
１
コ
ー
ス
、英

会
話
３
コ
ー
ス
の
３
か
国
語
を
開
講
。（
健
康
ド
ー
ム
）

《
外
国
語
学
習
事
業
補
助
》　
市
内
で
外
国
語
学
習
す
る
グ

ル
ー
プ
等
を
対
象
に
、そ
の
講
師
料
の
一
部
を
補
助
す
る
。

《
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
》　
学
校
、団
体
や
企
業
な
ど

の
要
望
に
よ
り
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、翻

訳
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
す
る
。

《
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》　「
北
名
古
屋
ブ

ラ
ン
ド
産
品
」を
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
っ
ち
ゃ
ん
」を
活

用
し
て
、啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

《
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
地
域
で

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
へ
の
取
り
組
み
を
啓
発
・
普
及
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
活
動
を

地
域
づ
く
り
に
つ
な
い
で
い
く
。

《
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
外
国
籍
市
民
と
そ

の
家
族
を
対
象
と
し
た
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
な
ぐ

「
外
国
籍
市
民
と
と
も
に
…
北
名
古
屋
を
語
ろ
う
！
」「
交
流
自

治
体
…
長
野
県
大
桑
村
を
知
ろ
う
」を
実
施
。

《
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
一
般
市
民
を
対
象
に
、国
際
理
解

を
深
め
る
た
め
、講
演
会
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

《
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業
補
助
》　
草
の
根
交
流
を
促
進

し
、地
域
の
国
際
化
に
つ
な
ぐ
た
め
、ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
等
へ
、

北
名
古
屋
市
民
が
グ
ル
ー
プ
等
で
行
う
草
の
根
交
流
海
外
派
遣

に
つ
い
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
。

《
国
際
交
流
事
業
補
助
金
》　
市
内
の
団
体
等
が
実
施
す
る
国

際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
す
る
。

《
広
報
戦
略
事
業（
北
名
古
屋
方
式
）の
拠
点
づ
く
り
》　
北
名

古
屋
広
報
戦
略
プ
ラ
ン（
外
国
人
向
け
）を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、《
市
民
が
主
役
と
な
る
広
報
》の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
協
会
に
整
備
す
る
。市
民
参
加
に
よ
る
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
と
と
も
に
、外
国
人
や
外
国
籍
市
民
に
よ
る
広
報
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。

《
北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
北
名
古
屋
方
式
）》　

広
報
基
礎
資
料「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
」（
北
名
古
屋
方
式
）を
整
備

し
、「
地
域
の
こ
し
、地
域
づ
く
り
、地
域
み
が
き
、地
域
じ
ま
ん
」

を
発
信
す
る
。

《
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　
外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
来

訪
す
る
市
役
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、案
内
窓
口
な
ど
に
74
か
国
語
通
訳
翻
訳
機
能
機
器
ポ
ケ
ト

―
ク
を
配
置
し
、外
国
語
支
援
す
る
。

《
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス
》　
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
や

外
国
籍
市
民
が
文
化
・
習
慣
・
言
語
な
ど
の
違
い
か
ら
抱
え
て
い

る
問
題
を
と
も
に
考
え
、問
題
解
決
に
導
く
た
め
に
支
援
す
る
。

《
会
報
発
行
》　
７
月
、11
月
、４
月
に「
北
名
古
屋
市
民
タ
イ
ム

ズ
」を
通
じ
て
、全
世
帯
に
届
け
る
。

《
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
》　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
f
a
c
e
b
o
o
k
）を

積
極
的
に
活
用
す
る
。

《 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
》　
協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、各

種
講
座
の
案
内
、会
員
募
集
な
ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
す

る
。外
国
語
版
は
、協
会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
す
る
。

平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）の
重
点
事
業

31

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業
計
画

31

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り

平成31年度（令和元年度）収支予算書 　単位：円

収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　 　 　610,000
補助金・助成金 　　　　　 　12,700,000
諸収入 　　　　　　　　　 　 　2,153,000
繰入金 　　　　　　　　　 　 　　143,000
繰越金 　　　　　　　　　　　　1,432,000
　　　　　　　　 計　　　　　　17,038,000

支出の部 
事務費 　　　　　　　　　 　 　7,507,000

（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）

事業費 　　　　　　　　 　　 　9,491,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）

予備費 　　　　　　　　 　　　　 40,000
　　　　　　　　 計　　　 　17,038,000
詳しくは協会までお問い合わせください

平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業

3１

「
多
様
性
を
肌
で
感
じ
て

　
ほ
し
い
で
す
ね
」

名
古
屋
芸
術
大
学
准
教
授

水
内
智
英
さ
ん

今回は、国際交流協会の理事でもある名古屋芸術大学の
水内智英准教授にお話を伺いました。
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《
第
7
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》　「
ア
ジ
ア
を
観

て
、知
り
、食
す
」を
テ
ー
マ
に
、イ
ン
ド
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

ジ
ャ
ガ
・
ラ
ボ
に
よ
る
音
楽

や
舞
踊
な
ど
イ
ン
ド
芸
術
を

紹
介
し
た
。

《
国
際
フ
ェ
ア
》　
国
際
交
流

の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」、「
第
７

回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ
ス

タ
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
。

《
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教

室
》　
名
古
屋
芸
大
の
留
学

生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を

開
講
。

《
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

　韓国
務
安
郡
友
好
訪
問
団（
団

長
キ
ム
・
サ
ン
郡
守
）、台
湾
台
北
市
在
住
陳
世
傑
氏（
北
名
古

屋
市
国
際
交
流
大
使
）を
受
け
入
れ
。

《
社
会
人
日
本
語
教
室
》

《
子
ど
も
日
本
語
教
室
》

《
外
国
語
講
座
》

　韓国
語
２
コ
ー
ス
、中
国
語
１
コ
ー
ス
、英

会
話
２
コ
ー
ス
を
開
講
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
》　
通
訳
翻
訳
、イ
ベ
ン
ト
、日
本
語

教
室
、生
活
相
談
、運
営
企
画
会
議
な
ど
登
録
者
数
１
７
８
名
。

《
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》　「
北
名
古
屋
特

産
！
い
ち
じ
く
酵
母
入
り
・
の
む
酢
」や「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
入

り
・い
っ
ち
ゃ
ん
パ
ン
」な
ど
で
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

《
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　「
外
国
人
の
た
め

の
産
業
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」を
開
講
。

《
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
》　「
国
際
理
解
シ
リ
ー
ズ
」と
し
て
、

中
日
新
聞
元
論
説
委
員
小
塚
哲
司

氏
を
迎
え
て「
出
口
の
見
え
な
い
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
問
題
　
問
わ
れ
る
ス
ー
・

チ
ー
国
家
顧
問
」を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
。

《
北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ラ
ン（
外
国
人
向
け
）》　「
北
名
古
屋

の
素
顔
」を
広
く
、外
国
人
や
外
国
籍
市
民
に
周
知
し
、相
互
理

解
を
深
め
る
様
々
な
広
報
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
た
め
、そ
の

基
本
と
な
る
１０
年
プ
ラ
ン
を
策
定
。

《
外
国
人
生
活
相
談
》　
地
域
で
暮
ら
す
外
国
籍
市
民
が
抱
え

て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

《
会
報
発
行
》　
７
月
、11
月
、4
月
に「
北
名
古
屋
市
民
タ
イ
ム

ズ
」を
通
じ
て
、全
世
帯
配
布
し
た
。

《
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
》

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
》

　私と
国
際
交
流

協
会
の
出
会
い
は
、

韓
国
語
講
座
の
受

講
で
し
た
。当
時
、韓

流
ブ
ー
ム
の
影
響
で

と
て
も
人
気
の
講
座

で
し
た
。ハ
ン
グ
ル
の

学
習
と
と
も
に
、韓

国
の
歴
史
、
文
化
、

習
慣
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の

後
、協
会
活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、運
営
企
画
会
議
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、協
会
の
運
営
に
も
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、協
会
の
補
助
を
受
け
て
、韓
国

釜
山
市
、務
安
郡
へ
の「
草
の
根
交
流
派
遣
」

に
参
加
し
ま
し
た
。釜
山
市
で
は
、「
辛
恩
珠

舞
踊
団
」を
訪
ね
て
、劇
団
の
皆
さ
ん
の
舞

台
練
習
を
見
学
し
、辛
恩
珠
先
生
と
夕
食

を
囲
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、北
名

古
屋
市
の
友
好
提
携
都
市
で
あ
る
務
安
郡

で
は
、北
名
古
屋
市
で
の
日
本
語
教
室
で
ご

指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
韓
国
で
の
日

本
語
教
育
の
現
状
や
今
後
の
交
流
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
で
き
ま
し
た
。ソ
ウ
ル
で

は「
キ
ム
チ
祭
り
」を
見
学
し
、韓
国
人
の

食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今回
の
韓
国
訪
問
は
、「
市
民
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
実
施
で
き
ま
し
た
。日
程
調

整
、交
流
先
へ
の
連
絡
、交
通
機
関
、宿
泊

等
の
予
約
も
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
責
任

と
分
担
で
行
い
ま
し
た
。列
車
の
乗
り
継
ぎ

が
ギ
リ
ギ
リ
で
重
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
引
き

ず
り
な
が
ら
走
っ
た
り
、ホ
テ
ル
の
予
約
が

無
か
っ
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
き
で
し
た
が
、

そ
の
都
度
、心
優
し
い
韓
国
人
に
助
け
ら
れ

無
事
乗
り
切
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
政
治
的
に
は
、日
本
と
韓
国
に
は
、ま
だ

ま
だ
問
題
が
多
い
で
す
が
、草
の
根
交
流
に

よ
っ
て
少
し
で
も
溝
が
埋
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。今
後
も
協
会
の
事
業
を
通
し

て
、多
く
の
国
の
人
達
と
市
民
レ
ベ
ル
の
草

の
根
交
流
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〒481- 8531北名古屋市西之保清水田15番地 北名古屋市役所西庁舎4階　　

北名古屋市国際交流協会　TEL０５６８（２２）１１１１内線２４００　FAX０５６８（２５）１８００
Ｅメール info@kitanagoya-kiia.jp 　ホームページ http://www.kitanagoya-kiia.jp 　フェイスブック https://www.facebook.com/kitanagoyakiia
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各種　　　　　　　　　　　　等は、下記までお願いします。申し込み お問い合わせ

私たちの
国際交流

北名古屋市国際交流協会会報北名古屋市国際交流協会会報

交流の輪を 徳重 大川 晶子

平
成
３０
年
度
事
業
報
告

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

平
成
３０
年
度
北
名
古
屋
市

草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業（
特
定
財
源
）

　
草
の
根
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、地
域
の
国
際
化
に
つ
な
ぐ

た
め
、市
民
グ
ル
ー
プ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
等
へ
の
派
遣
に
助

成
し
た
。市
民
主
導
を
徹
底
し
、《
市
民
が
主
役
と
な
る
草
の
根

交
流
》の
モ
デ
ル
事
業
を
め
ざ
し
、応
募
者
の
自
由
度
の
高
い
補

助
金
と
し
た
。

　
新
た
な
交
流
先
を
求
め
て
、今
後
交
流
が
見
込
ま
れ
る
台
湾

に
、市
と
合
同
で
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

　
北
名
古
屋
市
は
、韓
国
務
安
郡
、グ
ア
ム
、台
湾
と
３
つ
の
海

外
で
の《
市
民
が
主
役
と
な
る
草
の
根
交
流
》の
相
手
先
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。こ
の
事
業
は
、２９
年
度
、３０
年
度
の
２
年
間
、北

名
古
屋
市
に
寄
せ
ら
れ
た
篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源
と
し

て
実
施
し
た
。　
　

《
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業
補
助
金
》

　◎7
月〈
タ
イ
〉ス

ラ
ム
の
幼
稚
園
を
守
る
会
　
◎
11
月〈
韓
国
〉ヨ
ジ
ャ
フ
ェ
　
◎

11
月〈
韓
国
〉ハ
ン
グ
ル
同
好
会
　
◎
11
月〈
グ
ア
ム
〉グ
ア
ム
リ

ピ
グ
ル
ー
プ
　
◎
市
民
報
告
会
8
月
・
11
月
・
2
月

《
台
湾
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
》

　派遣
時
期
…
10
月
29
日
〜
11
月
１

日
3
泊
4
日
　
◎
派
遣
団
…
市
長
、議
長
、会
長
始
め
7
名
　

◎
訪
問
先
…
台
北
市
大
同
区
、台
南
市
　
◎
国
際
交
流
大
使
…

陳
世
傑
氏（
2
月
19
日
委
嘱
）

収入の部 
補助金（市） 　　　　　 　　1,500,000
諸収入 　　　　　　　　　 　 　　　　　10
繰越金 　　　　　　　　　　　　　749,027
　　　　　　　　 計　　　　　　　2,249,037

支出の部 
事業費 　　　　　　　　　 　 　2,105,649
　旅費・需要費・役務費・委託料等　　　　　　 1,448,208
　補助金 　　　　　　　　 　　 　　 　657,441
　　　　　　　　　　計　　　 　　2,105,649
詳しくは協会までお問い合わせください

平成30年度草の根交流海外派遣事業
収支決算書 単位：円

　　　　　平成30年度決算報告　　　単位：円

収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　 　 　550,000
補助金・助成金 　　　　　 　11,200,000
諸収入 　　　　　　　　　 　 　1,684,830
繰越金 　　　　　　　　　　　　1,217,510
　　　　　　　　 計　　　　　　14,652,340

支出の部 
事務費 　　　　　　　　　 　 　7,230,090

（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）

事業費 　　　　　　　　 　　 　5,989,271
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）

予備費 　　　　　　　　 　　　　 　　　0
　　　　　　　　 計　　　 　13,219,361
詳しくは協会までお問い合わせください

『アーユルヴェーダと健康』と題し、お話いただきます。毎日の食
べ物や怒り方、睡眠などなど、自分の体質を知ることで、毎日の
生活習慣にどう影響があるのかを見直していきましょう。
講 師

定 員

日 時
場 所

バッド・富士美氏
8月24日（土）午後1時～3時　
北名古屋市コミュニティセンター
3階ホール
50名（先着順）
無料

国際理解講座 

参加費

北名古屋市と友好提携協定を結んでいる長野県大桑村を訪ね、
雄大な自然を肌で感じ、大桑村産のそば粉を使ってソバ打ち体
験をします。

参加費

対 象

日 時

集 合
場 所

9月29日（日）午前8時～午後5時
長野県木曽郡大桑村
北名古屋市役所西庁舎
南側駐車場
外国籍市民及びその家族　　　　　
20名（先着順）
無料

外国人のためのスタディツアー

定 員

長野県大桑村を
知ろう！

名古屋芸術大学芸術学部音楽領域のお兄さん、お姉さんと音楽
を楽しむ会です。みんながよく知っている曲の演奏や、世界の珍
しい楽器を鳴らしてみる体験の時間もあります♪

定 員

日 時

対 象

場 所
10月26日（土）午前10時～正午
名古屋芸術大学東キャンパス
２号館1階
小学生
25名
水筒
無料

持ち物

国際交流子ども芸術教室ｉn名古屋芸術大学
東キャンパス

参加費

今後交流が見込まれる台湾に市民代表団を派遣します。
アイデア出しから、企画・運営・実施まで市民主導を徹底し、「市民
が主役」となる国際交流モデル事業を目指します。

北名古屋市草の根交流台湾派遣事業

日 時

内 容
派遣先

10月13日（日）～16日（水）　３泊４日　　　　　
台湾台北市・台南市
台湾台北市等での草の根交流、施設見学等　　　　 約16名
市内在住在勤または協会会員で18歳以上
45,000円（パスポート取得費、その他個人費用は除く）
7月31日（水）※面談等選考があります。
★応募方法や応募書類など詳しくは協会まで。

定 員
応募資格
参加費
応募締切

令和
元年度


